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(57)【要約】
【課題】ポンプ装置において、タンクの接続間違いを防
止する。
【解決手段】接続具２４を鉗子口１６ａから外す。切替
スイッチ３４を給液側にセットした後、タンク切替スイ
ッチ３２を操作してタンク１１を選択する。アラーム４
５が作動してメッセージが再生されるからタンクの接続
間違いが防止される。フットスイッチ３５を足で踏み込
むと、ロータリポンプ４１が作動して、タンク１１から
消毒液４７が吸い上げられ、チューブ２６から接続具２
４に至る管路に充填される。タンク切替スイッチ３２を
操作して、タンク１２を選択することにより、アラーム
４５の作動が停止してメッセージの再生が終了する。こ
のまま放置し、所定時間が経過した後、フットスイッチ
３５を足で踏み込む。タンク１２から水４８が吸い上げ
られ、チューブ２７から接続具２４に至る管路を濯ぐ。
チューブ２２，２３を給排液口２０，２１から取り外し
、パイプ４２，４３内を自然乾燥する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　異なる液体をそれぞれ貯留する複数個のタンクと、
　前記複数個のタンクと内視鏡との間を接続する複数個の管路と、
　前記複数個の管路を切り替えて、前記複数個のタンクから内視鏡に接続するタンクを択
一的に選択する管路切替器と、
　前記管路の途中に設けられ、前記管路切替器によって選択されたタンクと前記内視鏡と
の間の管路で液体を流すポンプと
　を備えたことを特徴とするポンプ装置。
【請求項２】
　予め指定された特定のタンクが前記管路切替器によって選択された場合に、警告を発す
る警告手段を設けたことを特徴とする請求項１記載のポンプ装置。
【請求項３】
　前記内視鏡に接続される管路の端部に、前記内視鏡が接続されたことを検知する検知部
と、この検知部が、前記管路の端部に前記内視鏡が接続されたことを検知した時、予め指
定された特定のタンクが選択されないように、前記管路切替器の作動を制御する制御部と
を設けたことを特徴とする請求項１または２記載のポンプ装置。
【請求項４】
　前記特定のタンクに貯留されている液体は、人体に有害な薬液であることを特徴とする
請求項２または３記載のポンプ装置。
【請求項５】
　前記人体に有害な薬液は、前記管路の内部を消毒する消毒液であることを特徴とする請
求項４記載のポンプ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡に液体を供給するポンプ装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　患者の消化管等に挿入して、消化管等の内部を観察する等に用いられる内視鏡が周知で
ある。このような内視鏡に接続して使用されるポンプ装置が知られている。このポンプ装
置は、タンクから液体を送り、内視鏡を介して患者の消化管等に液体を供給したり、逆に
患者の消化管等から液体を吸い上げる機能を有する。患者の消化管等に供給される液体に
は、消化管等の洗浄に使用される生理食塩水、患部の着色に使用される色素水、患部に塗
布される薬液等があり、これらが別々のタンクにそれぞれ貯留されている。
【０００３】
　また、超音波内視鏡では、挿入部の先端部に設けられたバルーン内に水を出し入れする
ことにより、バルーンの拡張、収縮を自在に行なうようになっているが、このバルーン内
への水の出し入れにもポンプ装置が使用されている。
【０００４】
　特許文献１には、生理食塩水、色素水、薬液をそれぞれ貯留した３個のタンクを三方活
栓により切り替えて、択一的に内視鏡に送るポンプ装置が記載されている。また、特許文
献２には、内視鏡の送気路を洗浄、消毒するために、洗浄用の水、消毒用の薬液をそれぞ
れ入れた２個のタンクが接続されたポンプ装置（内視鏡用光源装置に組み込まれている）
が記載されている。このポンプ装置は、内視鏡のコネクタが光源装置側の受口に接続され
たときのみ送液可能とすることにより、不用意に液体を受口から噴出させることを防止し
ている。
【特許文献１】特開平０４－３３６０２５号公報
【特許文献２】特開昭５９－２０３５３１号公報
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上述したように、接続された内視鏡を消毒するポンプ装置はあるが、ポンプ装置自体の
消毒、つまりポンプ装置に内蔵された管路の消毒を行なえるものがなかった。したがって
、一日の作業終了時や、長期間使用しなかった場合等に、ポンプ装置の内部から管路を取
り外して消毒液に浸けることにより、管路の消毒を行なっているのが現状であるが、スタ
ッフの負担が大きいという問題がある。
【０００６】
　この問題を解決するには、管路用の消毒液を貯留したタンクをポンプ装置に繋げ、管路
内に消毒液を通すようにすればよいが、例えば患者用の薬液や水を貯留したタンクと間違
えて、消毒液を貯留したタンクをポンプ装置に繋げたまま内視鏡検査を実施した場合、患
者の体内にまで消毒液を送り込む危険性があるという問題がある。
【０００７】
　本発明は、上記課題を鑑みてなされたものであり、タンクの接続間違いを防止すること
ができるポンプ装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するため、本発明のポンプ装置は、異なる液体をそれぞれ貯留する複数
個のタンクと、前記複数個のタンクと内視鏡との間を接続する複数個の管路と、前記複数
個の管路を切り替えて、前記複数個のタンクから内視鏡に接続するタンクを択一的に選択
する管路切替器と、前記管路の途中に設けられ、前記管路切替器によって選択されたタン
クと前記内視鏡との間の管路で液体を流すポンプとを備えたことを特徴とする。
【０００９】
　予め指定された特定のタンクが前記管路切替器によって選択された場合に、警告を発す
る警告手段を設けることが好ましい。
【００１０】
　前記内視鏡に接続される管路の端部に、前記内視鏡が接続されたことを検知する検知部
と、この検知部が、前記管路の端部に前記内視鏡が接続されたことを検知した時、予め指
定された特定のタンクが選択されないように、前記管路切替器の作動を制御する制御部と
を設けることが好ましい。
【００１１】
　前記特定のタンクに貯留されている液体は、人体に有害な薬液であることが好ましい。
また、前記人体に有害な薬液は、前記管路の内部を消毒する消毒液であることが好ましい
。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明のポンプ装置では、複数個の管路を切り替えて、複数個のタンクから内視鏡に接
続するタンクを択一的に選択するので、タンクの接続間違いを防止することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　本発明の実施形態であるポンプ装置の外観を示す図１において、ポンプ装置１０は、２
個のタンク１１，１２と、内視鏡１３との間に接続して用いられる。内視鏡１３は、患者
の消化管等に挿入される可撓性を有する挿入部１５と、この挿入部１５の基端部に連結さ
れた操作部１６と、この操作部１６に一端が接続されたユニバーサルコード１７とからな
る。
【００１４】
　ユニバーサルコード１７には、図示していないが、周知のプロセッサ装置や光源装置が
接続され、プロセッサ装置に接続されたモニタに消化管等の内部の様子が映し出される。
操作部１６には、鉗子等の器具を挿入する鉗子チャンネル１８の入口である鉗子口１６ａ
が設けられている。
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【００１５】
　ポンプ装置１０には、第１及び第２の給排液口２０，２１が設けられている。各給排液
口２０，２１には、可撓性を有するチューブ２２，２３の各一端部がそれぞれ接続されて
いる。チューブ２２の他端部には、接続具２４が取り付けられており、この接続具２４が
鉗子口１６ａに着脱自在に差し込まれることにより、チューブ２２の他端部が鉗子口１６
ａに接続される。チューブ２３の他端部は、電動三方活栓２５に着脱自在に接続される。
【００１６】
　電動三方活栓２５には、チューブ２３の他に、チューブ２６，２７の各一端部及びコー
ド２８の一端部がそれぞれ接続されている。チューブ２６の他端部は、タンク１１の接続
部１１ａに接続されている。チューブ２７の他端部は、タンク１２の接続部１２ａに接続
されている。また、コード２８の他端部は、ポンプ装置１０の装置本体１０ａに内蔵され
た制御部３０（図２参照）に接続され、後述するように、制御部３０により電動三方活栓
２５の作動が制御される。
【００１７】
　装置本体１０ａの前面側には、給排液口２０，２１の他、電源スイッチ３１，タンク１
１，１２を切り替える際に操作されるタンク切替スイッチ３２，スピーカ用開口３３，液
体の給排を切り替える際に操作される切替スイッチ３４，液体の給排を行なう際にスタッ
フの足によって操作されるフットスイッチ（フットＳＷ）３５が設けられている。また、
装置本体１０ａの後面側には、装置本体１０ａに内蔵された電源回路３８（図２参照）に
ＡＣ電源を接続する電源コード３９が設けられている。
【００１８】
　ポンプ装置１０の電気的な構成を示す図２において、給排液口２０，２１の間には、給
排液口２０，２１の一方から液体を吸引し、他方から吐出するロータリポンプ４１（ポン
プ）が設けられている。このロータリポンプ４１と給排液口２０とは、パイプ４２によっ
て接続され、ロータリポンプ４１と給排液口２１とは、パイプ４３によって接続されてい
る。パイプ４２，４３は、いずれも耐薬品性の樹脂又は金属から成形されている。
【００１９】
　ロータリポンプ４１は、ロータを回転させることによってパイプ４２，４３からなる管
路内の液体（本例では水または消毒液）に流れを生じさせるとともに、ロータの回転方向
を切り替えることによって液体の流れ方向（給液方向又は排液方向）を選択的に切り替え
ることができる。ロータの回転方向を切り替えるには、切替スイッチ３４を操作する。
【００２０】
　フットＳＷ３５を踏み込むと、ロータリポンプ４１に電源回路３８から駆動電圧が供給
される。フットＳＷ３５を踏み込む度合に応じて、電源回路３８からロータリポンプ４１
に供給される駆動電圧が変化し、ロータリの回転速度が変わるので、フットＳＷ３５を踏
み込む度合を加減することにより、液体の流量を調節することができる。
【００２１】
　タンク切替スイッチ３２は、制御部３０に接続されている。タンク切替スイッチ３２を
操作することにより、制御部３０により電動三方活栓２５の作動が制御され、タンク１１
，１２のうちいずれか一方がロータリポンプ４１に接続される。
【００２２】
　制御部３０には、アラーム４５が接続されている。アラーム４５は、予め設定された特
定のタンク、例えばタンク１１を選択するように、タンク切替スイッチ３２を操作した時
に制御部３０によって作動し、予め録音されたメッセージ、例えば「消毒液が出ます。危
険です！！」を再生して、スタッフに警告を与える。なお、アラーム４５は、メッセージ
を再生する代わりに、ビープ音等の警告音を発するものでもよい。また、危険であること
を知らせるものであれば、アラーム４５に限らず、例えば点滅するランプでもよい。
【００２３】
　特定のタンク１１には、パイプ４２，４３の各内部を消毒するための消毒液４７が貯留
されている。この消毒液４７としては、例えば塩化ベンゼトニウム，塩化ベンザルコニウ
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ム等が使用される。一方のタンク１２には、水（生理食塩水）４８が貯留されている。
【００２４】
　このように構成されたポンプ装置１０の作用を説明する。ポンプ装置１０の通常使用で
は、予めタンク１１，１２と、内視鏡１３とをそれぞれポンプ装置１０に接続しておく。
電源スイッチ３１をオンにしてメッセージが再生されなければ、タンク切替スイッチ３２
は、タンク１２を選択した状態になっている。もし、電源スイッチ３１をオンにしてメッ
セージが再生された場合には、直ちにタンク切替スイッチ３２を操作して、タンク１２を
選択し直す。
【００２５】
　内視鏡１３を操作して挿入部１５を患者の消化管等に挿入し、例えば切替スイッチ３４
を給液方向に操作してから、フットスイッチ３５を足で踏み込む。ロータリポンプ４１が
作動して、タンク１２から水４８が吸い上げられ、チューブ２７，電動三方活栓２５，チ
ューブ２３，パイプ４３からなる管路を通り、ロータリポンプ４１を介して、さらにパイ
プ４２，チューブ２２，鉗子チャンネル１８からなる管路を通って、水４８が患者の消化
管等に給水される。排水する場合には、切替スイッチ３４を排液方向に操作してから、フ
ットスイッチ３５を足で踏み込めばよい。
【００２６】
　その日の作業が終了した後、もしくは長期間（例えば１ヶ月）使用しなかった場合、ポ
ンプ装置１０内のパイプ４２，４３の消毒を行なう。以下、図３に示すフローチャートに
従って説明する。なお、括弧内のｓｔ（ステップの意）１は、図３に示すｓｔ１に対応す
る。まず、鉗子口１６ａから接続具２４を取り外して、チューブ２２によるポンプ装置１
０と内視鏡１３との接続を解除する（ｓｔ１）。チューブ２２は給排液口２０に接続した
まま、チューブ２２の先端部である接続具２４を、例えば深めのステンレス製の医療用バ
ット（図示せず）に入れておく。
【００２７】
　次に、切替スイッチ３４が給液側にセットされていることを確認した後、タンク切替ス
イッチ３２を操作して、特定のタンク１１を選択する（ｓｔ２）。この直後に、アラーム
４５が作動（ｓｔ３）して、メッセージが再生されるので、タンクの接続間違いを防止す
ることができる。あらためてポンプ装置１０に内視鏡１３が接続されていないことを確認
してから、フットスイッチ３５を足で踏み込む（ｓｔ４）。
【００２８】
　ロータリポンプ４１が作動して、タンク１１から消毒液４７が吸い上げられ、チューブ
２６，電動三方活栓２５，チューブ２３，パイプ４３からなる管路を通り、ロータリポン
プ４１を介して、さらにパイプ４２，チューブ２２からなる管路を通って接続具２４に至
る。この後、消毒液４７が接続具２４の先端から医療用バットに排出され始めることによ
り、消毒液４７がチューブ２６から接続具２４に至る管路に充填された（ｓｔ５）ことが
分かるから、フットスイッチ３５の踏み込み操作を止める（ｓｔ６）。
【００２９】
　次に、タンク切替スイッチ３２を操作して、タンク１２を選択（ｓｔ７）することによ
り、アラーム４５の作動が停止して（ｓｔ８）、メッセージの再生が終了する。この後、
このまま放置し（ｓｔ９）、所定時間、例えば１０分が経過した後（ｓｔ１０）、フット
スイッチ３５を足で踏み込む（ｓｔ１１）。
【００３０】
　ロータリポンプ４１が作動して、タンク１２から水４８が吸い上げられ、チューブ２７
，電動三方活栓２５，チューブ２３，パイプ４３からなる管路を通り、ロータリポンプ４
１を介して、さらにパイプ４２，チューブ２２からなる管路を通って接続具２４に至る。
この間に、管路に充填されていた消毒液４７が水４８によって押し流され、接続具２４か
ら消毒液４７及び水４８が医療用バットに排出される。
【００３１】
　この後、医療用バットが消毒液４７及び水４８で溢れる前に、チューブ２２を把持して
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排水口に接続具２４を移動させる。さらにフットスイッチ３５の踏み込み操作を数分間継
続し、水４８による管路の濯ぎ（ｓｔ１２）を行なった後、フットスイッチ３５の踏み込
み操作を止める（ｓｔ１３）。
【００３２】
　次に、チューブ２３を給排液口２１から取り外してタンク１１，１２をポンプ装置１０
から切り離し（ｓｔ１４）、フットスイッチ３５の踏み込み操作を行ない、ロータリポン
プ４１の空運転を行なう。これにより、パイプ４２，４３内に残っている水４８が、チュ
ーブ２２を通って接続具２４の先端部から排出される（ｓｔ１５）。
【００３３】
　この後、ロータリポンプ４１の空運転を停止してから、チューブ２２を給排液口２０か
ら取り外し、パイプ４２，４３内を自然乾燥する（ｓｔ１６）。なお、チューブ２２を給
排液口２０から取り外してから、さらにロータリポンプ４１の空運転を行なって、パイプ
４２，４３内の乾燥を促進するようにしてもよい。
【００３４】
　このように、本実施形態のポンプ装置１０では、タンクの接続間違いを防止できるので
、安全にパイプ４２，４３の内部を消毒することができる。また、パイプ４２，４３内の
消毒に際して、パイプ４２，４３を装置本体１０ａから取り外す必要がないので、スタッ
フの負担を大幅に軽減することができる。
【００３５】
　次に、ポンプ装置１０に内蔵されたパイプ４２，４３の消毒を実施する前に、内視鏡１
３がポンプ装置１０から取り外されているか否かを確認できる構成を付加した別の実施形
態について説明する。なお、上記実施形態と同じ部材には、同じ符号を付して説明を省略
する。
【００３６】
　図４に示すように、チューブ２２の端部に固定された接続具５１（接続具２４と同様の
形状）のルアーテーパ部５１ａに、一対の接点５２，５３を離間して設ける。これらの接
点５２，５３は、図示しないコード線によって制御部３０に接続されている。ルアーテー
パ部５１ａを、導電性を有する（例えば金属製の）鉗子口１６ａに挿入すると、鉗子口１
６ａを介して接点５２，５３は互いに導通するため、制御部３０は、接続具５１のルアー
テーパ部５１ａが鉗子口１６ａに挿入された状態であるか否かを検知することができる。
【００３７】
　タンク切替スイッチ３２によって、消毒液４７が貯留された特定のタンク１１が選択さ
れた際に、接続具５１のルアーテーパ部５１ａが鉗子口１６ａに挿入された状態であれば
、制御部３０は、アラーム４５を駆動して、例えば「内視鏡が接続されたままです。内視
鏡を取り外してから消毒を行なって下さい。」等のメッセージを再生する。これにより、
内視鏡１３をポンプ装置１０に接続したまま、パイプ４２，４３を消毒することを防止す
ることができる。
【００３８】
　また、図５に示すように、接続具５５のルアーテーパ部５５ａの中央部に照度センサ５
６を設ける。この照度センサ５６は、図示しないコード線によって制御部３０に接続され
ている。接続具５５のルアーテーパ部５５ａを鉗子口１６ａに挿入すると、照度センサ５
６が鉗子口１６ａに覆われて、照度センサ５６から出力される照度がほぼゼロとなるから
、制御部３０は、接続具５５のルアーテーパ部５５ａが鉗子口１６ａに挿入された状態で
あるか否かを検知することができる。
【００３９】
　また、図６に示すように、接続具６１に電動三方活栓６２を組み込み、ルアーテーパ部
６１ａの他に、消毒液用口６１ｂを設けてある。この消毒液用口６１ｂは、鉗子口１６ａ
に挿入できない形状に成形されている。消毒液４７を管路に充填する時と、管路から排出
する時には、制御部３０は電動三方活栓６２を作動して、消毒液用口６１ｂ側のみを開放
し、ルアーテーパ部６１ａ側を閉鎖する。これにより、ルアーテーパ部６１ａが鉗子口１
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６ａに挿入されていたとしても、消毒液４７が内視鏡１３側に流れ込む恐れがない。
【００４０】
　以上説明した実施形態では、消毒液を用いてポンプ装置内の管路を消毒するようにした
が、本発明はこれに限定されることなく、例えば消毒液の代わりに、界面活性剤等の洗浄
液を用い、ポンプ装置内の管路を洗浄するようにしてもよい。
【００４１】
　上記実施形態では、ポンプ装置に接続する内視鏡は、一般的なものとしたが、本発明は
これに限定されることなく、例えば超音波内視鏡でもよい。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１】ポンプ装置と内視鏡との関係を示す概略的な外観図である。
【図２】ポンプ装置の管路及び電気的な構成を示すブロック図である。
【図３】ポンプ装置内の消毒手順を示すフローチャートである。
【図４】一対の接点を設けた接続具の例を示す説明図である。
【図５】照度センサを設けた接続具の例を示す説明図である。
【図６】電動三方活栓を組み込んだ接続具の例を示す説明図である。
【符号の説明】
【００４３】
　１０　ポンプ装置
　１１，１２　タンク
　１３　内視鏡
　１６ａ　鉗子口
　１８　鉗子チャンネル
　２２，２３，２６，２７　チューブ
　２４，５１，５５，６１　接続具
　２５，６２　電動三方活栓
　３０　制御部
　３２　タンク切替スイッチ
　３５　フットスイッチ
　４１　ロータリポンプ
　４２，４３　パイプ
　４５　アラーム
　４７　消毒液
　４８　水
　５１ａ，５５ａ，６１ａ　ルアーテーパ部
　５２，５３　接点
　５６　照度センサ
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